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株式会社　　市川商店

作成日：2022年11月5日

環境活動レポート



環　境　方　針

現代社会の向かうべき資源循環型社会の形成において当社の古紙リサイクル事業の役割は非
常に大きいものであり期待される分野の事業と考えております。地域に根ざし、地域の一員とし
ての共存共栄を継続する為には古紙の回収、選別、圧縮梱包、積み込み、などの各過程におい
てさまざまな環境への影響に配慮し、環境関連法規の遵守、条例の遵守をもって環境への負荷
の低減と公害防止に努めるため以下の目標に向かい従業員一同が一体となり実行する。

1.  エコアクション21に基づく環境経営システムに取り組み、環境活動の継続的改善を図る

2.  環境目標及び行動計画として下記の重点項目を設定し、必要に応じて見直すこととし環境負
荷の低減を図る

　＊     振動について東京都環境確保条例の定める基準値内での操業

　＊     二酸化炭素排出量削減のために省エネルギーの推進

　＊     古紙の徹底的な分別により更なるリサイクルの推進

　＊     節水の推進

　＊　　主たる業務の古紙古布以外の有価物の回収推進
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代表取締役　市川　哲也
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１．　組織の概要

  (1)　 事業所名及び代表者名
　　　　 　　　株式会社　市川商店
　　　　　　　代表取締役　市川　哲也

  (2)　　所在地
東京都練馬区早宮3-12-18

  (3) 　環境管理責任者氏名、担当者氏名
　　　　　環境管理責任者　　　　　市川　哲也
　　　　　連絡先　℡03-3992-6136   FAX       03-3992-6137

  (4)     法人設立年月日
　　　　　昭和53年9月

  (5)　　資本金
　　　　　15,000千円

　(6)　　取扱量 
　　　　　10,934ｔ

　(7) 　事業の内容および処理工程
古紙の回収･購入→選別→圧縮梱包および再生資源として販売

　（8）　許可登録
　　　　廃棄物再生事業者登録

東京都登録番号　第181号　　　登録年月日　平成11年12月28日

　　　　一般貨物自動車運送事業　
登録番号　関自振第611号　　　登録年月日　平成12年3月31日
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産業廃棄物は取り扱っていませんので、産業廃棄物処理に関する許可は受けておりません



（８）組織図 

管理　燃料担当
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用水担当

市川　哲也
社会地域貢献活動担当

グリーン購入担当
市川　剛士

環境事務局　 書類管理 全体の補助
データーの集計

電力の管理
管理　燃料担当 現場責任者

環境管理責任者
社長　市川　哲也

事務局　書記
藤井　順子

経理　電力担当 営業　廃棄物担当
市川　剛士 市川　剛士 引地　鉄兵
久慈　誠 市川　将太

現場社員

担当 業務内容
代表者 総括 会社全体の責任者
環境管理責任者　 会社全体の把握　指示

環境方針の策定　見直し
代表者による全体評価と見直し
環境経営システムの確立　推進
環境目標及び環境活動計画の策定
環境活動計画に関する実績の把握

現場の管理　
現場の安全確認

課題とチャンスの明確化
経理　電力担当 経理全般の管理経理管理

事務書類の作成　管理

現場全体への指示
現場責任者の補助
回収場所の把握　拡大
廃棄物についての把握　連絡

営業　廃棄物担当 現場責任者補助



２．　　事業規模、施設等の状況
　
　　　　　　　①　　従業員数　　24名
　　　　　　　②　　事業所敷地面積　825㎡　　　
　　　　　　　③　　車両
　　　　　　　　　　　運搬車両の種類・台数
　　　　　　　　　　　2ｔ平ボディー車　10台
　　　　　　　　　　　3ｔ平ボディー車　2台
　　　　　　　　　　　フォークリフト　1台、　クランプリフト　1台、シャベルローダ　１台
　　　　　　　　　　　営業車：軽トラック3台　軽普通乗用車　2台
　　　　　　　④主要設備
　　　　　　　　　　　梱包機　1台

３．目標とその実績

環境目標 目標 目標値 実績 評価

① 振動の削減 60ｄｂの遵守 遵守した 　　○

②鉄屑の排出削減 ㎏ 前年度同期の1％削減 908 610 〇
③古紙古布以外の有価物回収促
進 kg 回収量の拡大 36236 34774 ○

④二酸化炭素排出量削減 kg-CO2
　　　電力 kWh 前年度同期の1％削減 89851 95312 ×
　　　ガソリン l 前年度同期の1％削減 1727 1713 〇
　　　軽油 l 前年度同期の1％削減 24075 26746 ×

⑤用水使用量の削減 m3 前年度同期の1％削減 482 445 〇
⑥グリーン購入 継続 ○

４．主要な環境活動計画の内容と次年度の取り組み目標
環境目標 主要な取組の内容 次年度の取り組み目標

1.  振動の管理 社員に取組事項の説明を実施 継続
ローラーの清掃 継続
フォークリフトの静寂な作業 継続
振動60ｄｂ以下 継続

２.　鉄屑の排出削減 梱包用番線の切れないような作業 継続

３ .古紙古布以外の有価物回
収 アルミ缶、スチール缶の回収促進 継続

４.　二酸化炭素排出量削減
　①電力消費量の削減 社員に取組事項の説明 継続

不要時の消灯 継続
運転中止時の電源オフ 継続
エアコンの温度管理 継続

　②燃料使用量の削減 社員に取組事項の説明を実施 継続
車両の点検整備 継続
走行距離の低減 継続
エコドライブの徹底 継続

５.　用水使用量の削減 社員に取組事項の説明を実施 継続
トイレ節水 継続
手洗い時の節水 継続

６．グリーン購入 取り組み中 継続
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電気の排出係数は0.441kg－CO2/㎾ｈでした

中長期目標は2025年度まで各項目前年度同期の１％削減　　
二酸化炭素の排出量は125062.8kg－CO2でした（東京電力；2020年調整後）

2021年9月～2022年8月

　　　　　　③　車両　(運搬車両の種類・台数）
                     2ｔ平ボディー車　10台
                     3ｔ平ボディー車　1台   
　　　　　　　　　普通貨物車(パッカー車)　3台

　普通乗用車　2台



５．環境活動の取組結果の評価

（1） 振動の削減

今後も継続して環境基準を達成するように努力します。

（2）鉄屑の排出削減

（3）古紙古布以外の有価物
　　回収（有価物回収）

(4)二酸化炭素排出量削減

　　　　電力

　

　　　　ガソリン 効率を考えた使用を心がけ　目標値を達成しました。

　　　　軽油

（5）用水使用量の削減

（6）グリーン購入

６.環境関連法規への違反、訴訟等の有無
　廃掃法、道路交通法などが主要な環境関連法規で遵守状況を評価した結果違反はありません。
　尚、関係当局よりの違反等の指摘及び訴訟は過去８年間ありません。

7.代表者による全体評価と見直し
　エコアクションを取得し1４年が経過し　環境面で向上するとともに近隣に配慮した経営をします。
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振動測定器の設置により従業員が気をつけた作業を心がけて
います。

番線の送り出しロ-ラ-の清掃と破損の確認をし無駄にならない
ように努力します。

今後は近場での回収にシフトを映していき　軽油消費の削減に
努める。

効率の悪い遠方で少量しか排出の無いマンション回収は徐々に
撤退しているが、取引先との関係上、一気にやめることができな
い状況。

使用量が増え節電努力だけでは削減ができないと判断。

回収ルートなども見直しを続ける。

マンション以外の自治会での飲料缶の回収を検討中だが
戸別回収や集積所回収においても従業員への負担が大きく
実施することには躊躇している　缶未回収のマンションから
実施する予定

今年度の実績をもとに来年度1％削減目標とする。

目標を達成し　今後も継続して努力する。

継続します。


